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馬
場
明
先
生
を
評
す

昨
年
（
二

0
一
七
年
）
四
月
九
日
、
殴
學
院
大
學
名
誉
教
授
で
あ
る

馬
場
明
先
生
が
永
眠
さ
れ
た
。
今
、
先
生
の
著
作
の
―
つ
で
あ
る
『
日

露
戦
争
後
の
日
中
関
係
共
存
共
栄
主
義
の
破
綻
』
（
原
書
一
房
、
一
九

九
一
二
年
）
の
「
あ
と
が
き
」
「
著
者
略
歴
」
を
み
る
と
、
先
生
は
一
九
一

9-

三
年
静
岡
県
に
生
ま
れ
、
外
務
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
国
民
外
交
研
究

協
会
に
勤
務
し
、
日
本
外
交
史
関
連
資
料
の
収
集
や
歴
史
的
事
件
・
問

題
に
閲
わ
っ
た
人
物
へ
の
聞
き
取
り
調
査
等
に
従
事
さ
れ
た
後
、
一
九

七
三
年
に
展
學
院
大
學
文
学
部
史
学
科
の
専
任
教
員
と
し
て
着
任
さ
れ

た
。
主
要
組
著
と
し
て
は
、
前
掲
書
の
ほ
か
に
、
鹿
島
平
和
研
究
所
絹

『
日
本
外
交
史

18

満
州
事
変
』
（
鹿
島
平
和
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七

三
年
）
、
『
満
州
事
変
と
奉
天
総
領
事
林
久
治
郎
遺
稿
』
（
原
書
房
、

一
九
七
八
年
）
、
『
日
中
関
係
と
外
政
機
構
の
研
究
大
正
・
昭
和
期
』

（
原
書
房
、
一
九
八
ー
1

年
）
が
あ
る
。

天
才
、
秀
オ
、
英
オ
、
俊
オ
な
ど
、
人
間
の
能
力
を
称
讃
す
る
．
―
-
口
葉

は
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
馬
場
先
生
は
、
異
才
や
奇
オ
と
い

追
悼

樋

口

秀

実

う
言
葉
が
よ
く
似
合
う
人
だ
っ
た
。
と
く
に
、
馬
場
先
生
の
書
か
れ
る

論
文
は
、
型
破
り
で
あ
っ
た
。
普
通
、
わ
れ
わ
れ
歴
史
研
究
者
が
執
箪

す
る
論
文
は
、
序
論
•
本
論
・
結
論
の
一
―
一
部
構
成
を
と
る
。
し
か
し
、
先

牛
の
論
文
は
、
本
論
し
か
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
序
論
に
書
か
れ

る
は
ず
の
課
題
設
定
や
研
究
史
の
整
理
が
な
く
、
先
生
の
論
文
が
何
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
の
か
が
、
把
握
し
に
く
か
っ
た
。
さ
ら
に
結
論
も

な
い
の
で
、
先
生
が
最
終
的
に
何
を
言
わ
ん
と
し
た
い
の
か
も
、
理
解

し
づ
ら
か
っ
た
。
ま
た
、
史
料
の
引
用
が
非
常
に
長
く
と
き
に
は
、

ニ
ー
ご
一
貞
に
及
ぶ
そ
の
史
料
に
対
す
る
解
釈
も
な
い
の
で
、
先
生

の
論
文
を
議
む
の
は
、
骨
の
折
れ
る
作
業
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
執
箪
ス
タ
イ
ル
を
先
生
が
な
ぜ
と
っ
た
の
か
は
、
結
局
、

聞
き
そ
び
れ
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
処
女
論
文
「
田
中
外
交
と
張
作
謀

爆
殺
事
件
」
（
前
掲
『
日
露
戦
争
後
の
日
中
関
係
』
に
収
録
）
な
ど
初
期

の
作
品
に
は
、
短
い
な
が
ら
も
序
文
が
あ
る
の
で
、
徐
々
に
、
こ
う
し

た
ス
タ
イ
ル
に
移
行
し
た
の
だ
ろ
う
。
歴
史
研
究
者
の
な
す
べ
き
仕
事

と
し
て
は
、
歴
史
的
事
実
を
発
見
す
る
こ
と
と
そ
の
事
実
に
対
す
る
評

価
・
解
釈
を
下
す
こ
と
と
の
二
つ
が
あ
る
。
先
生
は
、
こ
の
う
ち
の
前

者
を
重
視
し
て
お
ら
れ
た
。
先
生
は
常
々
、
「
事
実
を
き
ち
ん
と
書
き
な

さ
い
」
「
事
実
だ
け
を
書
け
ば
よ
ろ
し
い
」
と
、
わ
れ
わ
れ
を
諭
さ
れ
て

い
た
。
）
先
生
が
史
料
を
重
ん
じ
て
お
ら
れ
た
の
も
、
自
分
が
解
釈
を
下

す
よ
り
も
史
料
を
も
っ
て
語
ら
せ
た
ほ
う
が
事
実
を
き
ち
ん
と
表
現
で

き
る
、
と
考
え
て
お
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
「
史
料
を
一
字
一
句
丁
寧
に
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読
み
な
さ
い
」
と
は
、
先
生
の
言
葉
の
な
か
で
、
私
が
最
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

馬
場
先
生
が
本
格
的
に
研
究
を
開
始
し
た
一
九
六

0
年
代
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て
か
ら
日
が
浅
い
う
え
、
国
家
権
力
を
批
判
視

す
る
、
い
わ
ゆ
る
左
汎
史
観
が
流
行
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
近

代
史
・
外
交
史
研
究
の
一
方
法
と
し
て
戦
争
責
任
論
・
開
戦
原
因
究
明

論
が
も
て
は
や
さ
れ
、
開
戦
を
め
ぐ
る
中
央
政
治
過
程
に
参
画
し
て
い

た
人
物
・
組
織
を
む
や
み
に
断
罪
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
そ
の
過

程
で
い
か
な
る
行
為
が
展
開
さ
れ
た
の
か
、
そ
こ
に
参
画
し
た
人
物
・

組
織
が
何
を
考
え
て
行
動
し
て
い
た
の
か
な
ど
の
事
実
解
明
は
後
回
し

に
さ
れ
た
。
外
務
省
の
外
郭
団
体
に
勤
務
し
、
歴
史
の
当
事
者
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
）
さ
れ
た
経
験
な
ど
か
ら
、
先
生
は
、
歴
史
的
評
価
が
事
実
よ

り
も
先
行
す
る
傾
向
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
馬
場
先
生
の
研
究
に
対
し
て
は
、
事
実
を
淡
々
と
描
い

て
い
る
だ
け
、
史
料
を
貼
り
合
わ
せ
て
い
る
だ
け
、
歴
史
的
評
価
を
読

者
に
委
ね
て
い
る
と
の
批
判
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
会
活
動
や
学
術
交

流
を
積
極
的
に
さ
れ
な
い
先
生
の
個
性
と
相
ま
っ
て
、
先
牛
は
孤
高
の

存
在
の
よ
う
に
噂
さ
れ
、
日
本
外
交
史
研
究
自
体
も
、
職
人
芸
と
も
い

え
る
よ
う
な
、
他
の
研
究
領
域
と
の
学
際
的
交
流
を
し
な
い
独
自
の
領

域
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
安
易
な
歴
史
的
評
価
を
控
え
る
と
い
う
馬
場
先
生
の
姿
勢

は
、
先
生
の
研
究
成
果
を
息
の
長
い
も
の
に
し
た
。
先
生
の
代
表
作

『
日
中
関
係
と
外
政
機
構
の
研
究
』
、
と
く
に
そ
の
「
後
篇
」
に
収
録
さ

れ
て
い
る
、
満
洲
事
変
以
降
の
日
本
で
の
新
た
な
外
政
機
構
ー
ー
ー
対
満

事
務
局
・
興
亜
院
・
大
東
亜
省
設
置
を
め
ぐ
る
論
考
は
、
こ
の
時

代
の
政
治
・
外
交
を
研
究
す
る
う
え
で
、
い
ま
だ
に
必
読
文
献
と
な
っ

て
い
る
。
先
生
は
日
頃
か
ら
、
「
三

0
年
、
五

0
年
経
っ
て
も
色
褪
せ
な

い
文
章
を
書
き
た
い
」
「
時
代
を
超
え
て
通
用
す
る
も
の
を
つ
く
り
た

い
」
と
［
に
さ
れ
て
い
た
。
歴
史
的
評
価
は
、
そ
の
時
々
の
思
潮
や
社

会
情
勢
に
左
右
さ
れ
る
。
先
生
は
、
そ
れ
を
回
避
さ
れ
た
こ
と
で
、
本

人
が
望
ま
れ
た
通
り
、
貞
に
色
褪
せ
な
い
作
品
を
こ
の
世
に
残
さ
れ
た
。

他
方
、
死
者
に
鞭
を
打
つ
よ
う
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
教
育
者
と
し
て

の
馬
場
先
生
は
、
門
下
生
な
る
も
の
を
上
手
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
職
人
気
質
と
も
い
え
る
先
生
の
性
格
は
、
い
わ
ゆ
る
出

来
の
悪
い
大
学
院
生
や
研
究
者
、
そ
の
研
究
成
呆
に
対
し
て
寛
容
で
は

な
か
っ
た
。
ま
た
、
先
生
は
、
俗
に
い
う
、
酒
に
飲
ま
れ
る
タ
イ
プ
で

あ
っ
た
。
酒
癖
の
悪
さ
は
、
何
名
か
の
人
間
を
先
生
の
傍
か
ら
遠
ざ
け

た
。
実
を
い
え
ば
、
私
も
、
そ
の
一
人
で
あ
る
。
こ
う
し
た
追
憶
文
を

書
か
せ
て
も
ら
う
立
場
か
ら
し
て
、
私
は
周
囲
か
ら
先
生
の
一
番
弟
子

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
私
自
身
も
、
か
つ
て
は
、
そ
の
よ
う
に
自
任
し

て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
、
先
生
と
の
関
係
は
疎

遠
に
な
っ
た
。
先
生
ご
自
身
も
、
私
を
破
門
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
酒
量
の
多
さ
は
、
先
生
の
研
究
者
生
命
を
も
縮
め
た
c

健
康

上
の
問
題
か
ら
定
年
前
に
國
學
院
大
學
を
退
職
さ
れ
た
先
生
は
、
そ
の
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後、

H
立
っ
た
研
究
成
果
を
残
す
こ
と
は
な
か
っ
た
c

先
生
の
晩
節
を

顧
み
て
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
学
風
・
学
統
は
、
自
然
と
根
付
く
も
の
ら
し
い
。
昨
夏
、

屈
學
院
大
學
で
行
な
わ
れ
た
教
員
免
許
状
更
新
講
習
中
学
・
高
校

の
先
生
方
が
教
員
免
許
状
の
更
新
の
た
め
に
受
講
す
る
講
習
で
講

師
を
つ
と
め
た
私
は
、
こ
ん
な
体
験
を
し
た
。
受
講
生
の
な
か
に
、
私

よ
り
年
上
で
、
か
つ
て
馬
場
先
生
の
教
え
を
学
生
時
代
に
受
け
た
方
が

お
ら
れ
た
。
私
は
毎
年
、
講
習
の
最
後
に
、
私
の
授
業
を
聞
い
た
感
想

を
、
受
講
生
で
あ
る
先
生
方
に
書
い
て
も
ら
う
こ
と
を
習
慣
と
し
て
い

た
。
そ
の
方
は
、
受
講
後
の
感
想
と
し
て
、
「
樋
口
先
生
の
授
業
を
聞
い

て
、
か
つ
て
受
け
た
馬
場
先
生
の
授
業
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
お
一
．
人

は
、
考
え
方
が
似
て
い
ま
す
ね
」
と
の
趣
旨
を
述
べ
ら
れ
た
。
父
と
絶

縁
し
た
つ
も
り
の
息
子
が
年
を
と
る
に
つ
れ
て
思
わ
ず
父
に
似
て
し
ま

う
よ
う
に
、
血
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
や
ら
争
え
な
い
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。

元
本
学
会
評
議
員
の
吉
村
道
男
先
生
は
、
平
成
二
十
八
年
（
二

0
1

六
）
十
二
月
―
―
十
日
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
・
研
究
者
と
し
て
の
生
涯
を
終

え
ら
れ
た
c

享
年
八
卜
五
。

古
村
先
生
は
閥
學
院
大
學
史
学
科
在
学
中
か
ら
日
露
外
交
史
研
究
者

ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ト
ン
（
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
教
授
）
の
日
本
で

の
研
究
を
補
助
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
し
、
卒
業
論
文
の
主
題
を
加

藤
弘
之
と
し
、
卒
業
後
は
外
務
省
に
入
り
、
外
交
史
料
館
を
定
年
退
官

後
は
静
岡
県
立
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
単
な
る
―
一
国
間
折
衝
史
と
し

て
の
外
交
史
で
は
な
い
、
日
本
の
社
会
状
況
•
国
民
思
潮
を
背
景
と
す

る
外
交
思
想
史
を
目
標
と
し
模
索
し
続
け
ら
れ
た
終
牛
の
姿
勢
は
、
学

生
時
代
に
萌
芽
し
て
い
る
。

著
書
に
『
増
補
日
本
と
ロ
シ
ア
』
（
平
成
三
年
、
日
本
経
済
評
論
社
、

旧
版
は
昭
和
四
十
三
年
、
原
書
房
）
、
『
道
ひ
と
す
じ
外
交
史
料
館
で

考
え
た
こ
と
』
（
平
成
二
十
六
年
、
風
の
里
選
書
）
が
あ
る
。

先
生
は
古
書
を
含
む
書
籍
全
般
を
こ
よ
な
く
愛
好
さ
れ
た
。
か
つ
て

北
岡
伸
一
氏
の
著
書
『
後
藤
新
平
』
（
昭
和
六
十
三
年
、
中
公
新
書
）
が

刊
行
さ
れ
た
直
後
、
先
牛
は
私
に
同
書
の
感
想
を
求
め
ら
れ
た
。
い
た

吉
村
道
男
先
生
へ
の
追
悼
文

柴

田

紳


